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1　社会福祉

(1)民生委員　　　(昭4 6.4.1現在)

ア　定数　320人　現員　312人(男　211人　女101人)

イ　地区別民生委員数

性 別 地区 東 部 西 部 南 部 北 部 中 部 酉和部 東北部 湖 東 計

男 2 7 3 9 1 8 3 7 2 8 2 5 1 6 2 1 2 1 1

女 .2 2 2 1 4 2 3 1 5 5 5 6 1 0 1
計 4 9 6 0 2 2 6 0 4 3 3 0 2 1 2 7 3 1 2

ウ　民生委員推せん制度

民生委員推せん準備会

各校区5名区内(校区社協代表.婦人会代表、民生委員代表、自治会代表、 PT A代表(小学校)によ

り構成)の民生委員推せん準備委員により選考の上推せんする。

民生委員推せん制度

各校区より推せんされた候補者を、民生委員法第8条による委員構成により、民生委員推せん会によっ

て推せんする。

エ　処　遇

民生児童委員報償金

総務　年額10,000円　委員　年額9,000円(内5,000円は県より補助)

市電乗車券(全線/くス交付)

民生委員協議会運営交付金　年額　2 0 6千円

費用弁償(大会等出席旅費)年額　　9 3千円

(2)社会福祉団床一覧 (昭　46.4.1現在)

名 称 代表者 所 在 地 設 置 日 的

人 鰯本市杜会
星子 敏雄

手取本町1 - 1 青旨本市における社会福祉事業の能率的運営と組放活動を促進
福祉協議会 し、もって市民の福祉の増進を図る。

方墳本市未亡人会 堀内オワイ 新屋敷 1ー 1 5 - 7 未 亡人母子の相互福祉の対策を考究し、その具体的実践によ
り自立更生に努め生活の安定を図る0

熊本召i老人クラブ伊金田直敏 水道町 6 - 1 5 老人の福祉増進、
青日本市遺族連合会 永谷 八吾 紺屋町2 - 8 - 1 雷撃富^喝 相互鋤 更甥 安を図り平和日本の隆盛碩

育員本県英霊顕彰会 沢田 】精 手取本町8- 3福祉会船内 英霊の麟彰と遺族の福利増進n
熊本市傷病軍人会 川嶋 武正 手取本町 8- 3福祉会館内 戦傷病者の福利増進0
藤本市原爆嶺爆者

の会

内田 辛苦 南千反畑町 9 - 1 6 被爆者の相互扶助と福弄増 進,

熊本地区保護司会 免出 破 大江町渡鹿7 3 5 ー1 芸歴 粟 整 数 藍 野 冨窯 覧 歪葱 買監

増進するため犯罪予防活動を行うことを目的とする0

鰭本B B S 会 池永 憲貞 本荘5 丁目1 5 - 1 2 奉仕と友愛の精神をもって日常、非行少年のよき友達を志す

B B S 会員の質の向上と会員相互の連絡を図る。

熊本県郷友連合会 林田 正治 手取本町8ー3福祉会館内 日本独自の文化を向l上し、もって郷士の繁栄と隆盛を図る0
原水爆禁止国民会

議熊本県協議会
福田 合寿 大紅二町九品寺 6 7 2 あらゆる国の核実験に反対0

核兵器禁止平和建

設地本県民会議

寺本 広作 花畑町 1 2ー5 人類を滅亡する核兵器の製造中止0

熊本県共同募金会
鰯本市支会

坂梨 日露 手取本町 1 - 1 共同募金の推進。

日本赤十字社方島本 星子 敏雄 手敢本町1 - 1 E]赤社資募集運動の推進及び災害救護活動をはじめ赤十
県支部熊本市地区 業の推亀
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2　生活保護

(1)保護状況

年 度

区 分 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

壁 世 帯 3,5 4 5 3,4 9 3 3 ,4 9 4 3,4 1 7 3 ,4 6 0

活

秩

助

人 員 92 8 9 8,7 6 1 8 ,4 6 7 7,9 9 6 7,6 9 0

金 額(f円) 3 3 6,4 6 0 3 7 4 ,8 1 5 4 2 5 ,3 6 3 4 6 7,6 8 6 5 3 3,4 9 5

住 世 帯 2,6 1 6 2 ,6 2 6 2,6 4 0 2 ,6 1 1 2,5 9 1

宅

秩
人 員 7,1 5 5 6 ,8 6 5 6,6 9 8 6,3 4 8 5,9 4 6

助 金 額 (m ) 5 2,0 6 7 5 6 ,9 6 3 6 5,6 6 8 7 4 ,2 7 1 8 4 ,4 6 5

敬 世 帯 1,3 3 3 1,2 2 5 1,1 3 4 1,0 3 8 9 5 5

育

秩
人 員 2 ,4 0 9 2 ,1 4 9 1,9 1 6 1,7 2 7 1,6 3 2

助 金 額¢円) 2 4,1 7 9 2 2 ,7 7 3 2 2 ,4 2 5 2 2,8 1 3 2 3 ,0 6 9

医 世 帯 3,6 1 9 3 ,7 4 5 3,8 8 9 3,9 5 9 4 ,1 2 0

痩

秩
人 員 4 ,4 8 0 4 ,7 0 5 4,9 4 3 5 ,1 0 5 5,2 4 0

助 金 額¢円) 6 5 5 2 7 9 8 0 2 ,6 8 1 9 7 1 ,8 8 5 1,0 2 9,0 6 5 1 ,4 7 6 ,1 2 6

也 世 帯 0.5 0.4 0.7 0.3 0

症

秩
人 員 0.5 0 .4 0.7 0 .3 0

助 金 蝣m o 叫 3 6 6 1 8 9 4 4 7

坐 世 帯 1 0 1 8 6 8 5 8 2 4 0

業

秩
人 員 1 0 4 8 6 8 5 8 2 4 0

助 金 額(f円) 3,5 4 7 2,8 7 7 2,7 6 5 2 ,5 4 5 2,9 0 4

罪 世 帯 1 3 1 3 1 2 1 2 1 2

祭

扶
人 員 1 3 1 3 1 2 1 2 1 2

助 金 額 (f円) 1,0 1 6 1 ,0 6 1 9 0 9 1,1 2 4 1 ,1 2 8

俣喝 輔 1 0 ,8 5 6 1 0 ,6 8 9 l l,0 5 6 9 ,6 5 2 l l ,2 9 4

実

数

世 帯 4 ,7 2 8 4,7 4 8 4,8 4 4 4 ,7 7 2 4,8 3 2

人 員 1 0 ,5 6 0 1 0,1 1 7 9,9 2 4 9,4 7 0 9 1 9 2

金 額(f円) 1 ,0 8 3 ,4 4 0 1,2 7 1 ,9 2 0 1,5 0 0,1 6 0 1,6 0 7,2 0 0 2 ,1 3 2,4 8 8

(注)世帯及び人員は月平均、金額は年度総計を示1.

(2)保護率の推移(年度平均)

年 度

区 分
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

市 2 5 .9 4 2 4 .8 5 ' 2 4 .3 8 2 3 .2 6 2 1 .6 5

県 2 9 .4 3 2 7 .9 8 2 6 .5 0 2 5 .0 2 2 4 .5 2

全 国 1 5 .9 1 5 .2 1 4 .5 1 3 .8 1 3 .0
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(3)保護措置状況

、、 ∴二

4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

申 請 件 数 1,6 9 3 1,8 7 5 1,6 4 2 1 .5 5 7 1 .6 3 3

開 始 件 数 1.4 1 4 1,4 0 9 1 .4 0 1 1.2 2 9 1.3 2 6

却 下 件 数 3 3 2 3 3 0 3 0 2 3 2 8 3 2 2

廃 止 件 数 1,3 2 7 1.3 4 5 1,3 8 0 1 .2 3 8 1,1 8 3

(4)世帯の労働力類型別被保護世帯　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度月平均)

区 分
就 業 .刺

計 構 成 比 (鍋

内 訳 世 帯

世
帯

主

常 用 勤 労 者 2 4 3 2 4 3 5.0

日 雇 失 対 9 2
4 0 7 8.4

が
働

い
て
tL、

労 務 者 失 対 外 3 1 5

内 職 者 1 2 7 1 2 7 2.6

そ の 他 の 農 林 業 1 0

3 1 9 6.6る
世
育

就 業 者 漁 業

そ の 他

6

3 0 3

世 世 常 用 勤 労 者 2 2 4

5 1 1 1 0.5

帯 帯
主 員

失 対 就 労 者 3 1

は が
働 働

い し、

失 対 以 外 就 労 者 1 1 5

内 職 者 4 6

て て

い し、
農 林 業 5

な る

岩 音
漁 業 1

そ の . 他 8 9

働 い て い る 者 の い な い 世 帯 3,2 4 3 3,2 4 3 6 6. 9

外 国 人 ( 再 掲 ) 3 2 3 2 -

合 計 4▼8 5 0 4,8 5 0 1 0 0

(昭46.4.1現在)施 設 L HH 1 0 .年. ⊥lワ乙tL ノ

種 別 施 設 名 経 営 主 体 施 設 代 表 者 所 在 地 許 可 年 月 定 員

救 護 銀 杏 寮 社 会 福祉 法 人 渡 辺 源 作 加 茂 町 4 1 3 5 . 1 2 5 0

授 産 友 愛 授 産 場 〟

〟

〟

本 山 一 人 壷川 2 T 目 1 - 5 7 2 8 . 1 2 5 0

〟 無 本 コロニー作 業 所 飯 川 勉 ^ 3fc k 3 T 1 12 - 37 3 8 . 4 7 0

〟 無 本 授 産 場 甲 斐 国 男 本 荘 2丁 目3- 1 5 3 8 . 5 0
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3　児童・母子福祉
(1)児童手当制度
ア　目　的

児童を養育している者に児童手当を支給することにより児童の健全な育成を助長するとともに、児童の
福祉の増進を図ることを目的とする。
イ　開始日　　　昭和46年4月1日
ウ　支給要件

児童手当は、次の各号のいずれかに該当する者が.本市内に居住し、かつ、住民基本台帳に記録されて
いるときに支給する。

①　4人以上の児童を監護し、かつ、これと生計を同じくするその父又は母。

㊥父母に監護されず又はこれと生計を同じくしない4人以上の児童を監護し、かつ、その生計を維持す
る者。

㊥　児童を監護し、かつ、これと生計を同じくするその父又は母であって、父母に監護されず又はこれと
生計を同じくしない児童を監護し、かつ、その生計を維持するもの。ただし、これらの児童が4人以上
であるときに限る。

④　児童手当は、前第1項各号のいずれかに該当する者の当該年度の市民税が非課税又は均等割額であ
るときに支給する。
エ　金額　1人月額1,000円

オ　受給世帯数　(推定　　350世帯　受給推定人員　410人
の　保育所措置状況

年 度 公 私 立 別 . 申 請 件 数 要 措 置件 数 措 置 件 数 措 置 率 (め 未 処 理 件 数

4 1

公 立 P 1 ,2 7 7 1 ,2 1 8 1 ,0 6 5 8 8 . 0 1 4 5

私 立 3 ,0 3 9 2 ,8 3 8 2 ,2 2 4 7 8 . 4 6 1 4

計 4 ,3 1 6 4 ,0 4 8 3 ,2 8 9 8 1 .3 7 5 9

4 2

公 立 1 ,2 7 3 1 ,2 1 8 1 ,0 6 2 8 7 . 2 1 5 6

私 畢 3 ,0 7 5 2 ,9 6 0 2 ,3 9 2 8 0 .8 5 6 8

計 4 , 3 4 8 4 , 1 7 8 3 ,4 5 4 8 2 .7 7 2 4

4 3

公 立 1 ,2 4 3 1 ,1 6 6 1 ,0 4 7 8 9 .8 1 1 9

私 立 3 , 5 8 7 3 ,2 6 3 2 ,7 4 5 8 4 . 1 5 1 8

計 4 ,8 3 0 4 ,4 2 9 3 ,7 9 2 8 5 .6 6 3 7

4 4

公 立 1 ,2 9 3 1 ,2 3 5 1 ,0 8 7 8 8 .2 1 4 8

私 立 3 ,8 9 6 3 ,7 3 9 3 , 1 4 3 8 4 .2 5 9 6

計 5 ,1 8 9 4 ,9 7 4 4 ,2 3 0 8 5 .0 7 4 4

4 5

公 立 1 ,3 4 9 1 ,2 8 7 1 ,1 9 9 9 3 .1 8 8

私 立 4 , 5 7 0 4 ,3 4 4 3 ,7 9 3 8 7 .3 5 5 1

ft 5 ,9 1 9 5 ,6 3 1 4 ,9 9 2 8 8 . 6 6 3 9

階 層 別保 育 所措 置 状 況 ( 昭 4 6 . 4 . 1 現 在 )

′層 別

区分
.A ft

0 D

計特 1 第 1 第 2 * 3 特 1 第 1 第 2 第 3 第 4 第 5

3 未 公 立 1 1 3 1 5 6 2 3 6 1 4 2 5 l l 3 0 1 4 4
満

∫

私 立 4 0 5 4 l l 4 4 5 L> 5 5 4 1 1 3 2 1 2 0 9 1 0 8 4 3 7 1 ,2 4 7

才 児 計 4 1 6 7 1 2 5 0 1 2 7 8 4 7 1 4 2 5 2 3 4 1 1 9 4 6 7 1 ,3 9 1

3 公 立 8 2 2 2 1 1 2 6 8 1 2 4 9 4 0 1 3 l l 6 3 0 7
才 私立 . 3 5 5 6 8 2 9 6 1 8 5 3 2 1 5 1 2 9 6 3 8 2 7 l l 8 1 1

児 計 4 3 7 8 1 0 4 0 8 2 5 3 4 4 1 9 2 1 1 3 6 5 1 3 8 1 7 1 .l l .8 .

4 以 公立 3 3 4 3 4 2 5 5 1 4 9 2 7 6 2 1 1 0 6 3 1 2 5 1 3 7 1 3
上 私立 7 5 8 6 1 2 6 6 9 4 2 5 7 9 1 9 4 5 2 0 1 4 5 3 8 1 5 1 ,7 0 9

才 児 計 1 0 8 1 2 9 1 6 9 2 4 5 7 4 1 6 6 2 5 6 6 3 0 7 7 6 6 3 2 8 2 ,4 2 2

計 こ

公立 4 2 7 8 7 4 2 3 2 4 0 4 5 l l 3 4 1 7 1 5 5 3 9 1 9 1 ,1 6 4
私 立 1 5 0 1 9 6 3 1 1 ,4 1 0 8 6 5 1 5 2 4 7 7 8 5 0 6 1 9 1 1 0 8 3 3 3 ,7 6 7
f t 1 9 2 2 7 4 3 8 1 ,8 3 3 1 ,1 0 5 1 9 7 5 8 1 1 2 6 7 7 2 4 6 1 4 7 5 2 4 ,9 3 1
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㈲　保育料徴収基準額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 6年度)

各月 初 日の 在 籍児 童 の 属 す る世 帯 の階 層 区 分 徴 収 基 準 額 ( 月 額 )

野 原 定 義 13 才 未 満 児 3 才 以 上 児

A 階層 生 活 保 護 法 に よ る被保 護 世帯 0円 0 円

B 階層 A 階 層を 除 き前 年 度分 の市 町村 民 税非 課 税 世 帯 0 0

0

A 前 税

及年 世

び 分 帯

特 1 階 層
前年度分 の市町村民税の うち均等割の 1 ,4 0 0 1 ,2 0 0

み の課税世 帯で特に生活困窮世帯 ( 7 0 0 ) ( 6 0 0 )

$ 1
前年度分の市町村民税の うち均等 割の 2 ,0 0 0 1 ,5 5 0

階

層

B の
階 所

層得

を 税

除 非

き課

み の課税世 帯 ( 所得別非課税世帯 ) ( 1 ,0 0 0 ) ( 7 7 0 )

第 2 〝
前年段 分の市町村民税の うち所 得別課

税額が 5 ,T ) 0 0 円未満であ る世帯
2 ,3 5 0 1 ,9 5 0

S 3 "
前 年産 分の市町村民税の うちの所 得割

課税額が 5 ,0 0 0 円以 上であ る世 帯
2 ,6 0 0 2 ,2 0 0

D

防

A の

及 所

び 得

B 税
階 課

特 1 階層
前年分 の所得税課税額が 1 ,5 0 0 円

未満で ある世帯
3 ,0 0 0 2 ,6 0 0

第 1 〝
前年分 の所得税課税額が 1, 5 0 0 円以

上 3 ,0 0 0 円未満である世帯
3 ,2 0 0 2 ,8 0 0

第 2 〝
前年 分の所得税課税額が 3 ,0 0 0 円以

4 ,6 0 0

3才 児又は 4 才以上児の保 育単価

( 但 しその額 が 4, 5 0 0 円を越 え
層 税

を 額
除 世

上 3 0 ,0 0 G 円未満であ る世帯 る時 は 4 ,5 0 0 円とする )

第 3 〝
前年 分の所得税 課税額が 3 0 ,0 0 0 円

5 ,9 0 0

3 才 児又は 4 才以上 児の保育単価

( 但しそ の額が 5 .7 0 0 円を越え

層
萱 帯

w
年

分

以上 6 0 ,0 0 0 円未 満であ る世 帯 る時 は 5 , 7 0 0 円とする )

第 4 〝
前年分 の所得 税課税顔が 6 0 ,0 0 0 円

以上 9 0,0 0 0 円未満であ る世 帯
8 ,4 0 0 3 才児又は 4 才以上児 の保 育単価

$ 5

前年分 の所得 税課醜額が 9 0 ,0 0 0 円

以 .上で ある世帯

3 才未満児

の保 育単価 3 才児又は 4 才以上児 の保育単価

固定資産税額による附加基準
徴 集金基準窺表の市町村 税等に よる定 義上の階層及び 固定 資産税額 による区分 認 定 す る 階 層

C 階層のあ 1臆層 に崩 し前年度分の固定資産税鶴が4 , 0 0 0 円以 上であ る世帯 C 階 層 の 第 2 階 層

C 階層の第 2 階層に属し前 年度分の固定資産 嘩 fr .6 ,0 0 0 円以上 であ る世帯 C 階 層 の 第 3 階 層

C 障 層の第 3 階 層に属し前 年度分の固定資産 税勧 ミ8 ,0 0 0 円以上 であ る世帯 D 階 層 の 第 1 階 層

D 階層の第 1 階層に属し前年 度分の固定資産 税額が 1 0 ,0 0 0 円以」二であ る世帯 D 階 層 の 第 2 階 層

田) Cの特1並びにDの特1に属するものは、各々のCの1、 Dの1に準ずる。

( )内は二人以上児童が入所している場合、その二人目以降の児童に適用される基準教( C特1、 C lのみ通用)

餌　助　成

ア　助成金支出状況(昭和45年度)

無本市保育所連盟助成金　　年額　　2, 5 2 0千円

私立保育所共済組合助成金　年額　　　　8 4千円

季節保育所連盟助成金　年須　4 0千円

保齢徴収-、各保育園に徴収を委託し、私立保育園には9 8酵以上の徴収に対し孟相当数交付

する。
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イ　保育所建設費補助金　　　　　年額　　5,0 0 0千円

補　助　額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

構 造 別

面 積

新 築 増 築

鉄 筋 木 造 鉄 筋 木 造

3 3 irf 6 5 rf

1,0 0 0 8 0 0

2 0 0 1 0 0

6 6 nf 「 9 8 rf 3 0 0 2 0 0

9 9 irf 一一1 3 1 rf 4 0 0 3 0 0

1 3 2 以 上 5 0 0 4 0 0

噌　母子福祉資金貸付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度)

種 類 申請数 貸付 総金簸 貸付 限度額 措 麿期 間 償 還 期 間 利 率

事業開始 資金 1 0 6 2 ,2 0 0,0 0 0
{駄 4 0 0 ,0 0 01 ,0 0 0,0 0 0

1年間 6 年以 内 雷 鑓 摘

〟
〟

事業継 続資金 1 8 1 4 2 ,4 5 0 ,0 0 0 {駄 )0 03 0 0 6 カ月 3 *

修 学 資 金 7 9 7 3 4 ,9 6 8 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

膚 1,5 0 03,0 0 0
卒業後 〝

{ 括 :
無 利子.

技能修得資金 0 0 月貌 3,0 0 0 習得後 〝

〟

1年間

1 0 年 〟 4」3 <H,

修 業 資 金 3 2 〝 3,0 0 0 5 * (既 恕

就職支度資金 1 1 2 5 ,0 0 0

7 5 0 ,0 0 0

2 6 5 ,0 0 0

1 0,6 5 8 0 0 0

政 つき 2 5,0 0 0 5 年 〝 年 3 虜

〟

〟

〟

無 利子

生 活 資 金 0 0 7 ,5 0 0 6 カ月

〟

〟

〟

〟

按馳 得と一緒10年〝
療資と→暗 5 年 〝

住 宅 資 金 5 4 2 0 0,0 0 0 6 年 〝

転 宅 資 金 0 0 1 8 X) 0 0 3 .年 〝

就 学支度資金 4 9 2 6 2 5 ,0 0 0 5 年 〝

療 養 資 金 0 0
(鰯 ぬ姦基0,0 0 0

1 5 0.0 0 0

5 年 〝 年 3 酵

計 1 li 5 1 2 6

(巧　児童扶養手当

ア　児童扶養手当受給世帯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度)

区 分
生別 母 子 世帯 死 別 未 婚 疾 病 者 遺 棄 その他の

計

離婚世帯 そ の 他
母子世帯 母子世帯 世 帯 世 帯 世 帯

世 帯 5 2 6 - 1 8 3 1 8 8 4 4 1 5 7 l l 1,1 0 9

& m 1,4 4 5 千円 - 5 1 3 5 0 7 1 2 4 4 5 1 3 1 3,0 7 2

イ　特別児童扶養手当受給世帯数

ft H I 重度精神 薄弱児 重度身体障害児 計

受 給者 2 2 5 7 7 9

斡　施　　設

ア　助産・母子寮 (昭46.4.1現在)

種 別 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 魂可年月 定 員

助 産 熊 本 産 院 無 本 市

〟

社会宿根 大

星 子 敏 推

〟

佐 藤 義 昭

本山町 4 2 7 昭 2 5. 7 2 0 (床 )

母子 寮 熊本市立母子寮 大江 6 丁目1 - 5 0 〝2 6. 8 3 0 (世 )

〟 友愛 会 〝 壷川 2 丁 目1 - 5 7 〝2 7.1 0 2 0 (世 )
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イ　乳児院

施 設 名 経営主体 施設代 表者 所 在 地 認可年 月 定 員

熊 本 乳 児 院 社会 一 、

〟

続 英音 本 荘 2 丁 目 3 番 8 号 昭 2 2. 1 2 3 0

慈愛 圃乳児 ホーム 潮 谷 紘 一 邸 神 水町 3 2 0 〝 2 5 . 5 1 5

ウ　養護施設

琵琶崎聖母愛児園

慈愛園子供ホーム

菊　水　学　園

天　　使　　園

藤　崎台　童　園

竜　山　学　園

葛蛋ilxam^jBliiki

潮谷総一郎

松本　孝治

福永清書子

平野　松枝

上村　義淵

島崎町島崎82 0

神水町320

大江町渡鹿8 0

大江町渡鹿9 2 8

古京町3-5

竜田町上立田9 1 5

昭23. 5

〝23.　5

〝　25. 10

〝23. ll

〝23. 12

〝23. 10

エ　精神薄弱児施設

愛 育 学 園 社会福岨去大

〟

〟

坂 本 次 人 清水町新地 7 2 0 昭 3 8. 1 2 8 0

* a : * 塘 林 宏 介 大江町波鹿 3 0 〝4 0. 6 9 0

仁 愛 ひ か り園 井 福 保 雄 薄場町 2 9 5 - 7 〝 4 5. l l (通園p 0

白 川 学 園 無 本 県 甲 斐 二 雄 清水 町打趨 4 7 6 明 4 2. 2 6 0

力　盲ろうあ児施設

無本 ライ トハウス 社会福祉法人 門 脇 ト ミ 新生町 2 丁 目 昭 2 8 . 7 8 0

キ　婦人保護施設

熊 本 県 婦 人 寮 熊 本 県 酉 生 早 人 南町 9 昭 3 3. 8 3 0

施 設 名 定 員
職 員 数

所 在 地 施 設 名 定 員 .
職 員 数

所 在 地

保母 その他 計 保母 その!他 計

本荘保育園 1 3 0 1 0 3 1 3 本荘 6 丁目 大江保 育園 6 0 4 1 5 大 江 6 丁目

寺原 〝 7 0 4 1 6 東寺原町 春 日 〝 7 4 4 2 6 春 日 1丁 目

横手 〝 1 0 0 7 2 9 横手 町 清水 〝 7 5 4 2 6 清 水町松崎

白山 〝 7 5 4 2 6 白山 2 丁 目 中島 〝 6 0 3 1 4 沖 新町

京塚 〝 1 1 0 5 2 7 催事町 幸田 〝 7 0 4 2 6 御 幸 苗田町

京町台 〝 8 5 5 2 7 池 田町 健軍 〝 7 5 4 2 6 健 軍町

城東 〝

池上 〟

小島 〝

9 0

6 0

7 0

5

3

4

2

1

1

7

4

5

水道 町

池上町

4、島下町

水前寺 〝

計 1 6カ所

6 0

1,2 6 4

5

7 5

1

2 8

6

1 0 3

水 前寺公園

aac



私　立

施 設 名 定員
職 員 一 数

所 在 地 施 設 名 定 員
職 員 数 .

所 在 地
保 母 の他 計 保母 その他 計

自羊保育園 9 0 6 3 9 島崎町 島崎 仁愛保 育園 1 8 0 1 3 3 1 6 薄渉町

黒髪幼愛 園 2 0 0 1 6 4 2 0 黒髪町坪井 ぎ人力人′〝 9 0 6 3 9 健軍町京 塚

愛光 幼児 園 6 0 4 4 8 新大江 2 丁目 川尻 〝 9 0 6 3 9 川尻町

城 高保育園 6 0 4 3 7 城山大 塘町 つぼみ 〝 9 0 8 4 1 2 出水町国府

みの り. 〟 6 0 4 3 7 本荘 3 丁 目 シ′オこ/ 〟 6 0 1 2 4 1 6 古城町

双 葉 〝 6 0 1 0 3 1 3 本荘 2 丁 目 くるみ 〝 9 0 7 4 l l 大江町渡鹿

城 南幼愛園 6 0 4 4 8 春 日町 仁愛乳児 園 6 0 1 0 3 1 3 春 日 4 丁 目

のぞろ保育園 9 0 6 3 9 若葉町 木の実保育園 9 0 6 3 9 西原 2 丁 目

友愛会 〝 6 0 5 3 8 壷川 2 丁 目 杉の子 〝 9 0 9 3 1 2 二本木 4 丁目

聖母幼愛園 1 3 9 7 6 1 3 南町 蝣r ォur>園 〝 3 0 5 3 8 大江町波鹿

ひかり幼児園 1 2 0 1 0 3 1 3 大 江 2 丁 目 きよめ 〝 6 0 1 0 3 1 3 出水 町国府

ひばり保育園 1 1 0 8 4 1 2 健軍町 八景水谷〝 6 0 7 3 1 0 清水町高平

旭 〝 1 5 0 9 4 1 3 近見 町 九品寺 〝 6 0 5 5 1 0 九品寺 5 丁目

かつは 〝 9 0 8 3 l l 保 田窪本町 画図 〝 6 0 5 3 8 画区町下江津

マ リア 〝 8 5 6 3 9 東 水前 寺町 二 岡 〝 6 0 7 3 1 0 H fi

報 徳 〝 9 0 5 4 9 池田町 西原 広福 〝 6 0 4 3 7 長 嶺町

4 、穣 〝 9 0 5 4 9 新 南部 町 託剛 、山〝 6 0 5 3 8 小 山町

蛍光 〝 6 0 4 3 7 花 園町 供 合 〝 8 5 6 2 8 上南部町

ひまわ り〝 6 0 6 3 9 新 大江 1丁目 & T 6 0 5 3 8
南 r5 江町

字宮 ノ本
秋 津 〝 9 0 5 4 9 秋開 山津 第二紗 丘〝 9 0 1 0 3 1 3 世安田】字川端

若菜幼愛 国

力瀦 傭 園

有 明 〝

藤崎台 〝

城北 〝

8 0

9 0

6 0

6 0

1 2 0

6

7

4

4

1 0

3

3

2

3

3

9

1 0

6

7

1 3

池上町

中島町

小 島下町

古京町

清水町新地

本妙寺 "

計 4 6 ヶ所

市私計 62ヶ所

6 0

3 ,8 1 9

5 ,0 8 3

5

3 1 4

3 8 9

3

1 5 2

1 8 0

8

4 6 6

5 6 9

花園町寺屋敷

ケ　季節保育所

昭和45年度春期(5月25日～6月25日)8カ所　秋期(10月27日～11月27日)9カ所各々

30日間

昭和46年度春期(5月25日～6月25日)9カ所　秋期(10月27日～11月27日)9カ所各々

3 0日間の予定
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4　身体障筆者福祉

(1)障害者の実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 (昭和4 5年度)
年令 .性別

障害者

1 8 才 未 満 1 8 才 以 上
計

男 女 計 男 女 計

視 覚 障 害 1 2 1 7 2 9 6 2 3 5 5 4 1,1 7 7 1,2 0 6

聴覚丸ま平繊 飽嘩害 3 7 4 1 7 8 4 9 2 3 2 5 8 1 7 8 9 5

言 語 . 機 能 障 害 3 3 6 2 5 1 7 4 2 4 8

肢 体 不 自 由 1 3 2 9 9 2 3 1 2,1 8 0 1,1 8 8 3,3 6 8 3 ,5 9 9

内 部 疾 患 0 0 0 2 0 1 3 3 3 3 3

計 18 4 1 6 0 3 4 4 3,3 4 0 2,0 8 7 5 ,4 3 7 5 ,7 8 1

C2)身体障害者更生援護状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度)

区 分

障害別

敬
扱
突
A

運賃割弓証交付 相談 . 指導及び措置
手帳交付国 鉄 自 動 車 補.

装

職生

業活

更
坐
医

施
設
入

そ

の
申 汰.単 A 潤 J

負 独
用(件
用(件 具 及導 m 所 他 請 定

視 覚 障 害 2,4 3 5 7 1 0 1,652 561 407 233 2 6 7 0 2 0 1,0 3 1 9 6 9 4

聴 覚 障 害 2,7 1 2 8 9 5 942 636 393 420 33 7 0 1 0 12 3 6 9 9 9 8

言語 .枚能障害 43 2 9 0 12 .6 0 6 0 0 1 4 6 4

肢体 不 自 由 6,35 2 3,215 558 1,300 392 96 9 8 8 2 3 1 9 4 2,4 5 3 3 8 7 3 5 5

内 部 疾 患 74 0 0 5 0 0 7 0 0 0 4 2 3 6

計 ll,6 1 6 4,849 3,152
rot
2,514
13
1,198 1,622 1,4 9 9 3 2 2 4 4,7 3 4 6 3 0 5 8 7

(注)運賃割引証交付の自動車計相中、冊は主に県内利用冊数、梯ま主に県外利用枚数を示す。

O　身体障害者家庭奉仕員制度 (昭和45年度)

奉 仕 員 派遣対象世帯 委 託 費 用

2 8 5 8 5 千円

(注)昭和4 2年度より無本市社会福祉協議会に委託実施

細　身体障害者相談　　　(昭和4 5年度)

相談員　　　　　　1 1人

相談件数　　　　　　7 0件

委託料　　　　月300円(県費)

鱒　施　　設

m 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 認可年月 定 員

厳体不自
由者更生
施 設

熊本県身体障害

者更生持導所
熊本県 吉田 実 大江町渡鹿8 4 台 昭28.9

入所50
通所10
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5　精神薄弱者福祉

(1)精神薄弱者相談室　(昭4 3.6.1開設)

ア　業務の内容

精神薄弱者に対する個別的実態調査。

精神薄弱者の実情把握に必要な基礎的な珍断判札

精神薄弱者の保護者ならびに家族に対する啓蒙助言。

イ　職員の配置

精神薄弱者福祉司　1人

事　務　職　員　1人

嘱　　託　　医　　2人(嘱託料1人月額5,0 0 0円)

ウ　利用状況　　　　　　　　　(昭和45年度)

障害別区分

性 別

障 害
男 iz 計

精

秤

薄

弱

軽 度 1 1 1 8 9 2 0 0

中 度 9 7 9 3 1 9 0

重 度 1 1 2 9 8 2 1 0

最 重 度 1 8 2 0 3 8

境 界 線 6 9 5 6 1 2 5

心 身障害 2 7 2 1 4 8

.性 格 行動問題 1 5 5 2 0

精 神身 体問題 2 2 1 3 3 5

そ の 他 1 8 1 8 3 6

tft 4 8 9 4 1 3 9 0 2

エ　措置指導区分

年令別区分

性 別

年 令
男 女 計

0 才 ～ 5 才 7 6 4 9 1 2 5

1 2 1 6 2 1 5 8 3 2 0

1 3 1 5 3 6 4 2 7 8

1 6 - 2 0 1 1 6 8 1 1 9 7

2 1 才 以 上 9 9 8 3 1 8 2

計 4 8 9 4 1 3 9 0 2

(昭和45年度)

種別
性別 在宅指導 教育措置 施設措置 職親委託 医療措置 そ の 他 計

男 1 2 7 8 1 6 9 3 7 6 7 1 0 8 4 8 9

女 I 0 8 8 0 7 8 2 8 4 5 7 4 4 1 3

.計 2 3 5 1 6 1 1 4 7 6 5 1 1 2 1 8 2 9 0 2

GZ)心身障害児(者)家庭奉仕員

奉 仕 員 派 遣 対 象世 帯 委 託 費 用

2 9 5 9 0 千円

(注)昭和4 6年度より無本市社会福祉協議会に委託実施
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冨　EMU国

政親登録　1 2件

職親委託数　　8人

委託料　　　1人月額1,500円(内訳市費1,250円、国費250円)

叫　精神薄弱者相談
相談員　　1 5人

相談件数　月66件

委託料　月300円(県費)

市　更生施設入所状況 (昭4 6.4.1現在)

施 設 名 所 在 地 定 員 本市の 措置人 員

苓 山 寮 本渡市本渡大字下 河内 6 8 0 6 0 1 7

清 香 園 下益 城郡松橋町竹 崎 1,1 1 5 4 0 7

蓮 実 園 福岡県八女 郡上 陽町上横 山 1,2 3 3 6 0 1

しがらき青年寮 滋賀県 甲賀 郡信 轟町大字神山 5 7 7の1 5 0 1

噂　心身障害者扶養共済制度

ア　目　的

心身障害者の保護者が死亡又は廃疾となった乳残された心身障害者に年金を支給し、障害者の生活の安

定と保護者のいだく不安を軽減しようとするものである。

イ　心身障害者の範囲

精神薄弱者にあって(も知能指数7 5以下、身体障害者にあっては、障害の程度が1級から3級までの者

及び精神又は身体に永続的な障害を有する者で、前述の者と同程度と認められるもOo

ウ　加入者

心身障害者の保護者(心身障害者の配偶者、父母、兄弟姉妹、祖父母又まその他の親族で現・に心身障害者

を扶養しているもの。 )であって、原則として4 5才未満のものとする。

ただし、制度発足当初(昭和46年3月31日まで)に限り、 65才未満とする。

エ　保険料

年 齢 区 分 掛 金 月 額 (..円 )

3 5 才未満 の者 1, 0 0 0

3 5 才以上 4 5 才未満の者 1, 3 0 0

4 5 才以上 の者 1, 5 0 0

オ　給付金

①　加入者が死亡又は廃疾となったときは、心身障害者を扶養する者(年金管理者)に対し、毎月20,000

円の年金を支給する。

㊥　加入後1年以上のもので、心身障害者が死亡したときは一時金として2 0,0 0 0円を支給する。

力　開始日　　昭和45年4月1日
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6　老人福祉

0)措置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭4 6.4.1現在)

区 分 定 員 性別

毎 令

計

6 1 ~ 7 0 7 l ~ 8 0 8 l ~ 9 0 9 1 以 上

養 護 老 人 ホ 「ム 3 5 6

男 2 5 5 0 2 1 1 9 7

女 6 2 1 0 7 5 5 5 2 2 9

特月騰 護臥 ホーム 5 2

男 6 1 3 4 1 2 4

女 5 2 3 1 4 3 4 5

計 4 0 8

男 3 1 6 3 2 5 2 1 2 1

女 . 6 7 1 3 0 6 9 8 2 7 4

偽　老人健康診断実施状況

年 度

区 分
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

対 象 人 員 l l ,9 2 9 1 6 ,9 1 9 1 7 ,2 1 9 1 7 ,6 7 3 2 0 ,3 0 4

受 診 人 員 3 ,7 0 5 4 ,8 7 6 4 ,8 0 5 3 ,7 1 6 4 ,3 0 6

受 診 率 ( 車 ) 3 1 .1 2 8 .8 2 7 .9 2 4 .5 2 1 .2

経 費 ( 円 ) 1 ,0 6 2 ,6 5 8 1 ,3 0 1 ,5 9 1 1 ,4 1 2 ,7 7 1 1 ,5 7 0 ,9 9 4 1 ,6 7 1 ,8 8 0

(注)市医師会と委託契約の上最寄りの医療機関にて診査を実施

軸　老人家庭奉仕員制度　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度)

奉 仕 A貞 派遣対象世帯 委 託 費 用

1 3 4 1 3,8 0 2 千円

(注)昭和4 2年度より、無本市社会福祉協議会絶委託実施

(4　老人クラブ助成状況

区 分 年 度
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

老 人 ク ラ ブ助成 対 象数 由 2 9 0 9 9 1 0 4 1 3 3

助 成 金 支 出 額 ( 円 ) 9 6 0 ,0 0 0 1 ,3 3 9 ,0 0 0 1 ,6 0 4 ,5 0 0 1 ,6 5 0 ,0 0 0 2 ,0 7 6 ,0 0 0

縛　施　　設

ア　老人福祉センター

所　在　地　熊本市水道町6番15号

経営主体　　熊本市

開設年月日　　昭和39年6月1日

構　　造　鉄筋コ/ク・)-ト3階建(但し、 1階は保育園)

建物面積　延627.99iが(190.3坪)

建　設　費　　20,198,000円

開館日時　午前9時一午后5時　休館日毎週月曜及び祝日

使　用　料　1人1日20円(団体20人以上　2割5分引き)

定　　員　　200人
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主な設備

利用状況

重
　
〃
　
〃
　
〃

i

H

　

^

<

　

蝣

-

)

　

N

皇
　
室
　
皇
　
室

娘

楽

修

書

齢

娯

研

図

室
　
〃
　
〃

1

 

1

 

1

室
　
ル
　
室

険鰍
】

面
　
ホ
　
浴

性別 年 度
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

男 2 1 ,9 2 1 2 2 ,5 8 8 2 2 ,1 1 7 2 1 ,7 5 8 2 0 ,5 8 2

女 2 8 ,9 0 5 3 1 ,6 1 2 3 2 ,1 0 2 3 3 ,0 3 1 2 9 ,2 0 3

計 5 0 ,8 2 6 5 4 ,2 0 0 5 4 ,2 1 9 5 4 ,7 8 9 4 9 ,7 8 5

使 用 料 (円) 1 ,0 0 2 ,0 3 5 1 ,0 7 4 ,0 8 5 1 ,0 7 9 ,0 2 0 1 ,0 9 0 ,6 4 5 9 9 3 ,0 9 5

1 日平 均利 用者 1 7 2 1 8 2 1 8 3 1 8 4 1 6 串

イ　東部地区老人福祉センター

所　在　地　　無本市健貰町4,798番的

経営主体　無本市(管理運営は無本市社会福祉協議会に委託)

開設年月日　　昭和46年4月1日

構　　造　木亀瓦葦.平家建

建物面積　延208.68id(63坪)

建　設　費　　8,445,000円

開館日時　午前9時～午后5時　休館日は毎週火曜及び祝日

使　用　料　1人1日　20円

定　　　員　　50人

主な設備　　集会娯楽室　1室

娯　楽　室　1〝

図　書　室　1室

浴　　　室　1〝

ウ　弘済寮

所　在　地

経営主体

開設年月日

[r^K:i
構　　　造

敷地面積

建物面積

定　　員

主な設備

熊本市谷尾崎町1,5 4 6

能本市

昭和1 1年4月

養護老人ホーム

木造、瓦葺、平家建

10,222,014i㌔

延2,048,475nf

146名

集会所、納骨慰霊塔 炊事室、医務亀静養亀浴室

措 置 状 況 ( 昭 4 6.4.1 現在 )

性 別

区 分

男 女 計

無 本 市 ( 市 費 ) 5 3 7 5 1 2 8

熊 本 県 ( 県 費 ) 2 1 3

そ の 他 ( 委 託 ) 1 1 2

計 5 6 7 7 1 3 3
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ェ　高齢者無料職業紹介所

所　在　地　　熊本市手聴本町8番3号　熊本県福祉会館1階

経営主体　　社会福祉故人　熊本県社会福祉協議会

開設年月日　　昭和45年9月1 6日

業務概況 (昭和45年度)

区 分

求 職 求 人 紹 介 就 職

男 」 計 男 女 計 男 女 計 男 女 ft

実 績 的 5 6 0 1 4 1 7 0 1 1 9 9 1 1 9 3 1 8 2 3 4 1 0 2 3 3 6 1 2 2 6 0 1 8 2

対求職比率㈱
- - - 3 5 .5 8 0 .7 4 5 .4 4 1.8 7 2.9 4 7.9 2 1.8 4 2.9 2 6.0

(注)求膿者701人のうち本市居住者　603人

オ　その他の施設

種 別 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 認可年月 定 員

養 護 慈愛園老人ホーム 社会福祉法人

〟

〟

杉 村 春 三 神水町 3 2 0 2 3. l l 7 0

老人ホーム 聖 母老 人 ホーム マリーポアセリエ 島崎町 8 2 0 2 1. l l 7 0

リデル . ライ ト
記 念 老人 ホーム

秋 山 凌 範 黒髪町下立田 6 31 2 6. 7 0

特 別 養 護

=老人ホI ム
パ ウラ ス ホーム 〟 杉 村 春 三 神水町 3 2 0 3 9. 5 2

(6　敬老祝金　　(昭和45年4月1日開始)

目　　的　高令者に対し、敬老祝金を支給し、敬老の意を表するとともに、その福祉の増進に寄与しようとす

るものである。

受給資格　8 8才以上であって、本市に引き続き1年以上居住している者

祝 金 の 額 4 5 年度受給者数

国民年金 法に規定する老令福祉年金の受給者 年 額 2 ,0 0 0 円 2 4 1 人

上 記 に 該 当 し な い 者 〝 3,0 0 0 円 1 4 8 人
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7　失業対策事業

(1)紹介対象者

ア　紹介対象音数

区 分 年 度
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

過 男 7 8 3 7 6 4 7 1 4 6 9 4 6 1 1

格

者

女 9 1 8 8 9 1 8 7 6 8 3 7 7 4 5

数 計 1 ,7 0 1 1 ,6 5 5 1 ,5 9 0 1 ,5 3 1 1 ,3 5 6

イ　対象者の動向

E

年 度

年 度 当 初

適 格 者 数

年 度 末

適 格 者 数

減 少 者 内 訳

就 職 自営 業 移 管 死 亡 そ の 他 計

4 1 1 ,7 1 4 1 ,6 5 2 2 1 2 2 2 1 6 1 6 2

4 2 1β 5 2 1 5 8 7 7 3 8 1 1 8 2 6 6

4 3 . 1 ,5 8 7 1 ,5 3 1 2 3 8 1 1 5 1 5 7

4 4 1 ,5 3 1 1 ,3 5 6 5 1 5 6 0 1 6 0 1 7 7

4 5 1 ,3 5 6 1 ,3 2 7 0 1 0 1 1 9 2 3 2

計
- - 3 5 2 6 4 5 8 4 6 3 9 4

(注)各年度における人員の年度当初と年度末との差引数と減少人員との差は、移管・転入者等による
増員分である。

ウ 就 労 者 の 年 令 別 人 鼻 ( 昭 和 4 6 .3 .3 1 現 在 )

1': ''.! !r- ;? 3 4 才

以 下

3 53 ( 9 4 04 4 雷 5 05 ( 4 5 55 ^ 9 6 06 *4 6 56 ' 9 7 0 ~

以 上
計 平 均 年 令

男
人 員 1 2 0 3 8 6 7 6 5 1 0 7 1 2 2

ー 9 9
7 9 5 9 8 人 5 8 .5 才

比 率 柳 . 0 .07 1 5 2 .8 5 .0 4 .9 8 ,0 9 .1 7 .4 5 .9 4 4 .8

女

人 員 2 8 2 2 7 8 1 6 9 1 9 0 1 6 7 6 9 3 1 7 3 6 5 6 .7

比 率 (勿 0 .1 0 .6 1 .6 5 .8 12 .7 1 年.2 1 2 .5 5 .2 2 .3 5 5 .2

計
人 員 3 2 8 6 0 1 4 5 2 3 4 2 9 7 2 8 9 il6 8 1 1 0 1 ,3 34 5 7 .5

比 率 ㈱ 0 .2 2 .1 4 .5 1 0 .9 1 7.5 2 2 .3 2 1 .7 1 2 .6 8 .2 1∝)

エ 就 労 者 の 滞 留 年 数 ( 昭 4 6 .3 . 3 1 )

年 数

性 別
7 年 未 満 8 ~ 9 1 0 - l l 1 2 、-1 3 1 4 - 1 5 1 6 以 上 計

男 0 6 5 7 6 4 0 8 3 2 5 0 5 1 4

女 0 6 1 4 5 2 2 7 4 3 7 7 5 7 9

計 0 1 2 6 1 2 1 6 2 1 5 7 6 2 7 1 ,0 9 3

(注)就労者1,33 4人中24 1人については適格聴得登録年月日不明

オ　失対事業吸収者調

年 度

区 分 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

年 間 吸 収 者 数 3 9 1 ,6 1 2 3 7 4 ,6 6 7 3 5 7 ,4 3 1 3 3 9 ,7 0 5 3 1 6 ,1 4 3

1 E l平 均 就 労者数 1 ,4 8 3 1 ,4 1 9 1 ,3 5 4 1 ,2 9 7 1 ,1 9 7

1 人 当 り月平均

就 労 日 数 1 9 1 9 1 9 1 9 2 0
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G)賃金・見舞金

ア　賃　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭46.4.1現在)

作 業 区 分 イ I ノ、 ホ

該 当 人 : 負

男 女 計 比 率

応 1 (円 ) 1 ,3 3 6 1 ,1 3 1 1 ,0 7 1 1 ,0 1 6 9 4 0 1 0 2 5 0 2 6 0 A 2 1 3 %

能

倭
2 (円 ) 1 ,2 1 1 1 ,0 9 6 I X) 4 1 9 8 5 9 1 0 1 4 4 3 8 2 5 2 6 4 4 .1

嘩 3 (円 ) 1 .1 5 1 1 ,0 7 1 1 β 1 6 9 5 0 8 8 0 3 6 0 4 7 4 0 7 3 4 .1

読

当

男

女

9 7

9 7 人

3 1 0

3 8

8 0

1 7 0 4 2 4

2 7

4 7 総 計 1 ,1 9 3 人

人

負
計 3 4 8 2 5 0 4 2 4 7 4 ( 9 0 * )

比 率 幼 8 .1 * 2 9 .2 2 1 .0 3 5 .5 6 .2

イ　見舞金　(1人当り)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

区分 年 度 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

夏

国 5,0 4 9 5,6 7 9 6,3 9 0 7,2 0 0 8,2 3 5

輿 2,0 0 0 2,3 0 0 2,6 5 0 ′ 3 ,0 0 0 3 ,4 0 0

期 市 8 ,0 5 1 8,8 7 1 9,8 1 0 l l,0 0 0 1 2 ,5 1 5

計 1 5,1 0 0 1 6,8 5 0 1 8,8 5 0 2 1,2 0 0 2 4 ,1 5 0

年

国 l l,5 0 0 1 3,7 8 1 1 5,4 8 0 1 8,0 0 0 2 0,5 8 7

県 4,6 0 0 5 ,1 0 0 5 ,6 0 0 6,2 0 0 6,8 0 0

末 育 1 6,0 0 0 1 7,3 1 9 1 8 ,9 2 0 2 0 ,8 0 0 2 2 ,9 1 3

計 3 2,1 0 0 3 6,2 0 0 4 0,0 0 0 4 5,0 0 0 5 0 ,3 0 0

⇔　厚　　生

ア　就職祝金

失業者就労事業就労者の一般常雇用-の就労又は自営開業を促進し、就労者の生活安定に寄与すること

を目的として,昭和39年10月1日より実施している。

贈与金1人市より40,000円( 45年度まで30,000円)県よ。 50,000円(国吉県号負担)計90,000円

就職祝金支給状況

区分 年度 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

輿

塞

就 職 者 芸 7 7 1 3 0

4 o 1 2 0

自営鴫 者 芸 1 6 2 7 1 6 7 5 6

市 1 6 1 7 2 .1 8 1 4

計 4 3 5 3 3 9 1 6 1 1 0

磨

本

就 職 者 芸 t> 5 2 2 0

1 1 1 0

自営開業者 芸 5 7 3 2 2 4

県 3 4 1 2 1 6 0

計 1 5 1 7 1 7 4 1 4

合 計 5 8 7 0 5 6 2 0 2 1 4
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イ　共済会

失業対策事業に就労する労務者で組織する各組合員の、互助共済及び福祉増進を計ることを目的として、

昭和3 8年1 0月1日厚生会が設立された。

助成金1カ月1人当り　50円(昭38.4一　昭42.9までは30円)

厚生会助成金交付状況

年 度 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

蝉 合名 分 人 員 交付 額 人 員 交 付額 人 員 交 付 額 人 員 .交 付 額 U l 交 付額

全 日自労熊本分会共済会 23 1
円

85,4 10 21 4
円

10 185 0 20 0
円

12H 150 187
円

11 22 0 0 17 7
円

1047 00

全国 自労熊本市部 〝 44 8 16 14 60 423 20 2 17 0 3 91 235,0 50 358 2 148 0 0 31 4 18色0 00

熊 本 建 設 労 組 〝

無 本 市 失 対 労 務 要 新
興 紅 合 共 済 会 .

40 6 14 7,4 20 43 6 2 1 (U 5 0 46 0 27尽0 00 1 38 2 6乙80 0 39 5 2 40,30 0

24 4 名6,13り 2 09 99,3 3 0 18 5 1 1乙8 00 180 10& 15 0 14 0 8 47 50

無本 失対 民 自労厚 生会
3 1 1 0,8 90 32 堕 36 0 31 1& 6 00 27 U 05 0 2 0 12 3 00

寒本市失対観光 〝 1 7 5,6 70 13 6,6 6 0 14 & 7 00 16 9.3 0 0 15 & 8 50

熊本療失労組特別互助会
T 4 2 50 20 8 0

3 0

3& 70 0

1 431 0

8 2 49.3 50

19,5 00

8 3

2 8

49.50 0

1尽95 0

:畠0

2 5

4& 4 50

全配 朝鷺本失対鰯 済 会
14 514 90

新 熊 本 労 組 厚 生 会
3 3 l a7 80 3 立 H 5 50

熊 本 新 生 . 〟

無 本 市 失 対 事 業

技 能 者 ]? 蝣」 会

6 7 22 850 6 7 3 2 16 0 64. 3 & 550 61

2 0

367 5 0

58 5-0

62

1 8

37 2 00

10,8 00

計 .. 1 56 5 56 4,1 20 1 50 4 7 2 0,6 9 0 145 9 87& 70 0 1398 8 3 235 0 12 46 7-47,9 00

8　国民健康保険　　(昭和34年7月1日事業開始)

(1)世帯数及び被保険者数

年 度
区 分

4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

総 世 帯 数 1 2 2 ,2 8 6 1 2 7 ,5 6 9 1 3 2 ,8 5 6 1 4 0 ,8 2 4 1 3 0 ,3 9 3

被 保 険 者 世 帯 数 4 0 ,1 5 9 4 1 ,1 4 2 4 2 ,4 7 4 4 5 ,1 3 0 4 8 ,6 1 0

加 入 率 伊) 3 2 .8 4 3 2 .2 5 3 1 .7 9 3 2 .0 5 3 7.2 8

総 人 口 4 2 1 ,2 8 1 4 2 9 ,4 8 3 4 3 1 ,7 8 3 4 3 5 ,7 9 5 4 4 8 ,6 6 9

被 保 険 者 数 1 3 0 ,0 5 5 1 3 1 ,0 0 5 1 3 2 ,6 4 1 1 3 7 ,6 3 2 1 4 4 ,8 3 1

加 入 率 ㈱ 3 0 .0 9 3 0 .5 0 3 0 .7 2 、3 1 5 8 3 2 .2 8

(注)総世帯数及び稔人口は各年度　3月3 1日現在
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C25　保険税賦課徴収状況

区分 年 度 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

1現 調 定 . 癖 (円 3 5 0 ,8 8 9 ,7 2 0 7 0 ,3 8 4 ,8 3 0 5 3 6 ,3 4 2 ,1 4 0 5 6 8 ,8 5 1 ,7 9 0 6 3 9 ,5 1 0 ,8 1 0

年

皮
収 入 済 額 (" ) 3 4 4 ,2 2 2 ,3 4 0 14 6 -2 ,6 0 1 ,5 、6 0 5 2 3 ,2 4 6 ,0 5 0 5 5 1 ,4 9 2 ,9 5 5 6 1 8 ,1 5 2 ,7 7 5

分 収 納 率 (勿 9 8 .1 0 9 8 .3 5 9 7 .5 6 9 6 .9 5 9 6 .6 6

過 調 定 癖 円 2 2 ,7 4 3 ,7 4 6 1 9 ,5 4 5 ,6 6 9 1 8 ,7 7 4 ,9 6 1 2 4 ,8 5 9 ,4 1 0 3 6 ,6 7 0 ,1 4 9

年

皮
収 入 済 額 (〟) 6 ,8 2 6 ,5 7 0 6 ,4 5 9 ,1 1 1 5 ,2 7 7 ,9 5 1 5 ,4 0 2 ,4 8 0 8 ,8 7 5 ,4 6 0

分 収 納 率 (勿 3 0 .0 1 3 3 .0 5 2 8 .l l 2 1 .7 3 2 4 .2 0

計

調 定 額 (円 7 3 ,6 3 3 ,4 6 6 4 8 9 ,9 3 0 .4 9 9 5 5 1 ,1 1 7 ,1 0 1 5 9 3 ,7 1 1 ,2 0 0 6 7 6 ,1 8 0 ,9 5 9

収 入 済 叡 (〟) 3 5 1 ,0 4 8 ,9 1 0 4 6 9 .0 6 0 ,6 7 1 5 2 8 ,5 2 4 ,0 0 1 5 5 6 ,8 9 5 ,4 3 5 6 2 7 ,0 2 8 ,2 3 5

収 納 率 (勿 9 3 .9 6 9 5 .7 4 9 5 .2 1 9 3 .8 0 9 2 .7 3

賦 課 期 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 f 1 B 4 月 1 日

徴 収 回 数 1 2 l iz 1 2 1 2 1 2

秩

fi

被保険者 1 人 当 り一円 2 ,6 9 8 3 ,5 9 1 4 ,0 4 4 4 ,1 3 3 4 ,4 0 5

暮

当

り

最 高 (〟) 5 0 ,0 0 0 5 0 ,0 0 0 5 0 ,0 0 0 5 0 ,0 0 0 5 0 ,0 0 0

担 最 低 (〟) 2 ,0 8 0 2 ,9 0 0 3 ,3 3 0 3 ,3 3 0 3 ,3 3 0

額 平 均 (〟) 8 ,7 3 8 l l ,4 3 3 1 2 ,6 2 8 1 2 ,6 0 5 1 3 .2 0 6

保 所 得 剖 愉 3
i.すす

3 .2 5
m

至舘 3 .2 5
丁阿

号朝

険 資 産 割 (〟) 主格 晶 」且
1 0 0

1 8 1 8

0 0
税 均 等 割 田 6 0 0 9 8 4 1 ,2 3 6 IてT7T

1 ,2 3 6

1

1 ,2 3 6
率 平 等 割 (〟) 1 ,4 8 0 1 ,9 2 0 2 ,1 0 0 2 ,1 0 0 2 ,1 0 0

斌 所 得 割 愉 5 5 .4 7 5 4 .1 5 5 1 .9 5 5 3 .8 8 5 4 .9 9

課 資 産 割 (〟) 8 .9 7 6 .9 9 6 .8 2 7 .2 2 7 .1 4

割 均 等 割 (〟) 2 0 .7 5 2 4 .0 7 2 6 .7 8 2 5 .0 1 2 4 .0 5

令 平 等 割 (") 1 4 .8 1 1 4 .7 9 1 4 .4 5 1 3 .8 9 1 3 .8 2

監　um旧m

区分 年度 4 1 4 2 4 3 44 4.5

給割 世 帯 主 (割) 7 7 7 7 7

付合 家 族 (〟) 5 (43.1.1から7)5 7 7. 7

療諸 ft a 54&608 588759 64&782 690,686 73ft505

養費 費 用 (円) 1344325176 1614217823 乙080,339,040 乙421021397 乙940,024890

助 件 数 1584 1910 1751 1827 1958

産 費 用 (円) 4724000 5727000 5251000 12061000 19,227,000

ォ (3000) caooo) (耳000) (10,000) (10,000)

育 件 数 979 1209 970 951 1097

児
費 用 (円) 1,062,400 1416,600 1141200 1109.800 U 94000

s (200×6カ月) (200×6カ月) (200×6カ月) (200×6カ月) (200×6カ月)

葬 件. . 敬 933 1106 937 952 883
餐
費 用 (円)

y saooo 乙21乙000 1874000 1904000 in 即00

s (2000) (2000) (之000) (乙000) (之000

給合 件 数 55乙104 5昭984 65乙440 694,416 734443

. 計
費 用 (円) 1357069,576 162互571423 乙OW 07240 乙436,096197 乙962311,890

はう 件 数 29.823 3&335 41447 4之654 鴫450

鵠
費 用 (円)

乙982300 assasoo 4144700 4265.400 7,981590
(100) (100) (100) (100) (170)

(注)日内は1件当り給付額
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帥　診療費諸事

年 度 .

区 分
4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

受 診 率 伊) 4 1 8 .5 7 4 4 6 .2 1 4 8 5 .2 7 4 9 8 .4 3 4 9 9 .5 9

1 件 当 り 日 数 4 .5 4 .5 4 .6 4 .5 4 .2

1 件 当 り費 用額 (円) 2 ,4 6 7 2 ,7 5 0 3 ,2 1 9 3 ,5 1 5 4 ,0 3 9

. 1 人 当 り費 用額 (〟) 1 0 ,3 2 6 1 2 ,2 7 3 1 5 ,6 2 1 1 7,5 2 2 2 0 ,1 7 6

1人 当り受診 日数 1 9 2 0 2 2 2 3 2 1

1 日当 り費 用額 (円) 5 4 7 6 0 6 6 9 6 7 7 6 9 5 7

1 世帯当 り費 用額 (" ) 3 3 ,4 4 2 3 9 ,0 7 9 4 8 ,7 8 1 5 3 ,4 3 7 6 0 ,4 8 5

出 生 率 ㈱ 1 .2 2 1 .4 6 1 .3 2 1.3 3 1 .3 5

死 亡 率 (" ) 0 .7 2 0 .8 4 0 .7 1 0 .6 9 0 .6 1

(6　納付組織

名　　称　　国民健康保険会

組織数　　578

加入状況　100多

事務費(保険会長の事務費)

当該県除去を通じて当該月に係る保険税を納期内に完納したとき、領収書1枚につき、・ 2 0円

当該保険金を通じて当該月に係る保険税を納期限の翌日から翌月の1 0日までに完納したとき-.覇

収書1枚につき、 lo門

保険委員報酬

受持世帯5 0世帯以下　　　年額　　　2,6 0 0円

51世帯～90世帯　〝　　　　2,800円

91 〝　130〝　　〝　　　　3,000円

131 〝　-170〝　　〝　　　　3,200円

171 〝以上　　　　〝　　　　3,400円

縛　福祉年金受給状況

区 分

4 3 4 4 4 5

全 額 一 部
計
全 額 一 部

計
全 額 一 部

計支 給 支 給 支 給 支 給 支 給 支 給 .

老

令

件 数 7.8 13 25 37 1 0.350 9.82 1 867 1068 8 1 16 57 9 23 ii sx n
LT円)
金 額 159.385 蝣3 5,9 8 8 19& 373 2 1a l3 4 7 72 72 2 89,4 06 2 5 5768 7&3 2 2 3 34 090

障

宜
。

件 数 1 337 12 1,349 13 83 12. 139 5 14 70 17 1 LR7
金 ? py

43L319 1 11 43,429 4& 12 8 96 482 24 5 4 684 1 86 548 70

母

千

件 数 25 1 5 256 14 4 4 148 149 3 ー59
金 智 )

6,97 2 3 4 7 006 43 3 9 3 1. 437 0 48 55 30 4 885

計
件 数 9,40 1 2 554 U 955 113 48 8 83 l a23 1 12 276 94 3 13 9tq
金 智 )

2 09.67 6 36,13 3 2鴫 869 2646 0 1 77,399 3 4.之00 0 31 5 307 78 53 8 39 38 45
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9　こ国民年金　(昭和3。4年8月22日事業開始)

(1)拠出年金被保険者状況

区 分 . 年 度 4 1 4 2 4 .3 4 4 4 5

敬

保

険

#

強 制 加 入者 5 3 ,0 3 4 5 4 ,6 1 8 5 6 ,4 9 9 5 8 ,6 0 7 6 0 ,0 2 3

在 意 加 入 者 9 ,2 3 7 l l ,4 9 8 1 3 ,2 4 5 1 9 ,2 2 2 2 1 ,6 9 5

計 6 2 ,2 7 1 6 6 ,1 1 6 6 9 ,7 4 4 7 7 ,8 2 9 8 1 ,7 1 8

保 免

除 除

料 者

法 定 免 除 者 2 ,8 0 1 2 ,6 5 6 2 ,7 6 4 2 ,8 3 8 2 ,9 3 9

申 請 免 除 者 4 ,6 3 4 6 ,8 3 8 4 ,8 0 3 4 ,4 7 0 4 ,3 6 7

計 7 ,4 3 5 9 ,4 9 4 7,6 5 7 7 ,3 0 8 7 ,3 0 6

免 除 率 (% > l l.9 1 4 .4 1 0 .8 9 .4 8 .9

物　拠出年金受給者及び支給年金額

年 覆

区 分

4 3 4 4 4 5

受 給 者 年 金 額 受 給 者 S i 受 給 者 毎 金 額

母 子 年 金 2 3 6
1 3 2 5 7,6 0 0 円
( 5 52 0 0 ) 2 6 9

1 4,7 99 ,6 0 0 円
( 5 52 0 0 ) 2 9 9

2 6得 ,0 0 02 0 0 冒

障 害 年 金 7 6 43 5 6 ,0 0 0( 6 0,0 0 0 ) 9 7 7,1 5 2( 6 0 描 ) 1 2 3
13 ,6 7 6,0 0 0
( 6 0,0 0 0 )

遺 児 年 金 1 7
4 4 8.8 0 0
( 3 0∫30 0 ) 2 0

号0 44 0 03 0,0 0 0 )
2 4

1万5 6,0 0 0
( 30 β0 0 )

準 母 子 年.金 - (5 5 2 0 0 ) - (5 5 2 0 0 ) - ( 5 52 0 0 )

計 3 2 9 1 8.6 6 2,4 0 0 3 8 6 22 3 5 6,0 0 0 4 6 6 4 15 4 8.0 0 0

(注) (　)内は年間1人当り受給額

掃　検認実施状況

区 分 年 度
4 1 4 2 4 3 4 .4 4 5

検 認 対 象 月数 5 3 7 ,6 9 8 6 0 6 ,9 4 4 6 1 8 ,4 6 6 6 7 6 ,4 4 5 7 8 8 .1 0 8

検 認 実 施 月 数 4 8 5 ,3 4 4 5 5 6 ,6 3 3 6 0 6 ,9 0 0 6 6 7,7 5 4 7 7 9 ,5 5 5

耐 納 月 数 2 ,7 1 3 2 ,5 7 3 2 ,3 5 0 2 ,2 2 5 2 ,2 8 1

検 認 率 % ) 9 0 .8 9 2 .1 9 8 .5 9 9 .0 9 9 .2

拘　納付組合　　　　　　　(昭和4 6.4.1現在)

'納付組合設置数　　　　　　5 0 3組合

組.合　員　数　　　　　75,997人

組　　織　　率　　　　　　　99.8%

手　　数　　料　　　　　載り扱い1件につき　13円

市　有祉年金受給該当者状況

区 分 年 度
4 1 4 2 . 4 3 . 4 4 4 5

革 命 1 1 β8 1 8 7,0 * 1 1 5 5 0 8 6 .9 * 1 2 2 5 0 8 8 .0 歩 1 2 4 8 1 8 8 .3 舞 1 3 5 8 5 8 8 j6 勿

嘩 嚢 . 1 2 3 6 9 .2 1 3 7 4 1 0 .4 1 ,4 4 3 1 0 4 1 ,4 8 4 1 {)早 1 5 7 8 1 0 3

母 子 5 1 7 3 .8 3 6 4 2 .7 2 2 6 1 j5 1 6 7 1 2 1 7 1 1 ユ

準 P 母 子 P : 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ft 1 3 ,4 3 4 1 0 0 1 3 2 8 8 ‥ 1 0 0 1 3 か 1 9 1 0 0 1 4 ,1 3 2 l わo 1 5 3 3 4 1 0 0

-74-



10　戸籍・住民

(1)各種人口登録数 (各年度3月31日現在)

区 分 年 度 4 4 4 5

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

住

氏

登

録

人

[]

男 1 7 0,3 0 9 3 7,3 4 1 2 0 7,6 5 0 1 6 8 .7 9 6 4 3,3 3 4 2 1 2 ,1 3 0

女 1 8 6,4 7 3 4 0,4 7 3 2 2 6 ,9 4 6 1 8 4,4 9 3 4 7,7 3 3 2 3 2 ,2 2 6

計 3 5 6,7 8 2 7 7,8 1 4 4 3 4 ,5 9 6 3 5 3 ,2 8 9 9 1,0 6 7 4 4 4,3 5 6

世 帯 数 1 2 0,6 0 3 1 9 ,7 2 7 1 4 0 ,3 3 0 1 2 0,3 3 2 2 3,8 9 9 1 4 4 ,2 3 1

外登

国
人録

人 口 1,1 3 5 6 4 1,1 9 9 1,0 5 1 7 6 1,1 2 7

世 帯 数 4 5 6 3 8 4 9 4 4 3 0 4 3 4 7 3

醍

袷

人

L]

消 費 3 4 4,5 9 4 5 1 ,5 5 7 3 9 6 ,1 5 1 3 4 6,3 7 1 6 4,4 3 2 4 1 0,8 0 3

生 産 1 3 ,9 6 1 2 2 ,6 0 4 3 6 ,5 6 5 7,9 6 9 2 5,3 9 5 3 3,3 6 4

計 3 5 8,5 5 5 7 4,1 6 1 4 3 2 ,7 1 6 3 5 4 ,3 4 0 8 9,8 2 7 4 4 4 ,1 6 7

世

帯

数

消 費 1 0 3,1 7 5 1 4,1 9 7 1 1 7,3 7 2 1 1 9,1 4 6 1 8,5 1 3 1 3 7,6 5 9

生 産 2,6 9 9 4,1 1 0 6,8 0 9 1,6 1 6 4,6 6 8 ′6 ,2 8 4

計 1 0 5 ,8 7 4 1 8,3 0 7 1 2 4 ,1 8 1 1 2 0 ,7 6 2 2 3,1 8 1 1 4 3 ,9 4 3

の　各種事務受理件数

午

区 今 度

4 4 4 5

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

出 生 8 ,3 0 1 1 ,5 4 8 9 ,8 4 9 7 ,2 3 9 1 ,3 7 5 8 ,6 1 4

死 亡 2 ,8 2 9 5 4 4 3 ,3 7 3 2 ,4 2 5 4 4 4 2 ,8 6 9

戸

籍

婚 姻 3 ,3 6 1 9 0 6 4 ,2 6 7 3 ,3 7 9 6 5 4 4 ,0 3 3

* 4 7 2 9 1 5 6 3 5 5 5 6 5 6 2 0

転 籍 1 ,1 0 5 2 7 3 1 ,3 7 8 1 ,0 8 1 2 4 2 1 ,3 2 3

認 知 1 1 2 1 4 1 2 6 1 0 2 8 1 1 0

養 子 縁 組 2 1 5 6 2 2 7 7 2 3 7 4 1 2 7 8

養 子 離 縁 7 4 1 7 9 1 5 8 1 4 7 2

入 籍 2 3 6 5 2 2 8 8 2 4 6 3 2 2 7 8

分 籍 4 4 9 5 3 3 0 4 3 4

そ の 他 5 2 6 1 4 9 6 7 5 9 8 7 1 0 3 1 ,0 9 0

計 1 7 ,2 7 5 3 ,6 6 5 2 0 ,9 4 0 1 6 ,3 3 9 2 ,9 8 4 1 9 ,3 2 3

住

氏

登

録

転 入 2 2 ,0 6 7 3 ,2 0 8 2 5 ,2 7 5 2 0 ,9 7 6 3 ,5 6 1 2 4 ,5 3 7

転 出 2 0 ,5 9 1 3 ,0 1 6 2 3 ,6 0 7 2 0 ,5 9 9 3 ,6 8 4 2 4 ,2 8 3

転 居 2 2 ,6 8 9 5 ,6 6 4 2 8 .3 5 3 2 0 ,2 5 3 5 ,6 6 7 2 5 ,9 2 0

そ . の 他 1 3 ,5 5 3 3 ,9 6 9 1 7 ,5 2 2 1 4 ,3 7 7 2 ,0 8 6 1 6 ,4 6 3

計 7 8 ,9 0 0 1 5 ,8 5 7 9 4 ,7 5 7 7 6 ,2 0 5 1 4 ,9 9 8 9 1 ,2 0 3

印 新 規 1 5 ,3 6 3 2 ,7 4 6 1 8 .1 0 9 1 5 ,6 2 8 3 ,3 5 8 1 8 .9 8 6

鑑 改 印 9 ,4 8 6 1 ,4 3 2 1 0 ,9 1 8 1 0 ,4 7 4 1 ,6 2 5 1 2 ,0 9 9

登

M

暁印 そ の 他 6 ,2 6 3 1 ,3 3 5 7 ,5 9 8 1 4 ,7 8 4 6 8 8 1 5 ,4 7 2

計 3 1 ,1 1 2 5 ,5 1 3 3 6 ,6 2 5 4 0 ,8 8 6 5 ,6 7 1 4 6 ,5 5 7

外澄
新 見 9 6 - 9 6 1 0 5 - 1 0 5

JE7
国

人顛

変 更 そ の 他 1 ,0 4 2 - 1 ,0 4 2 8 4 6 - 8 4 6

計 1 ,1 3 8 - i ,1 3 8 9 5 1 - 9 5 1
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臼　各種証明取扱枚数

区 分
本 庁 文 革 計

有 料 無 料 計 有 料 無 料 l 計 有 料 無 料 計

4 4

戸 籍 関 係 1 2 4β6 7 6 ,4 2 1 1 3 0 ,4 8 8 2 3β1 1 1β0 9 2 5 ,4 2 0 1 4 7 ,6 7 8
r
8 2 3 0 1 5 5β 0 8

住 民 票 関 係 1 0 8 ,5 8 4 4 ,7 9 3 1 1 3 ,3 7 7 2 0 ,4 9 4 5 9 9 2 1 ,0 9 3 1 2 9 ,0 7 8 5 ,3 9 2 1 3 4 ,4 7 0

印 鑑 証 明 2 3 7 ,3 6 5 1 β5 1 2 3 8 ,4 1 6 5 3 5 3 3 4 2 8 5 3 ,9 6 1 2 9 0β 9 8 1 ,4 7 9 2 9 2 ,3 7 7

年 転 出 証 明 書 2 2 ,9 0 7 5 3 2 2β6 0 2 ,7 4 9 - 2 ,7 .4 9 2 5 ,6 5 6 5 .3 2 5 ,7 0 9

皮 その他証明関係 1 5 2 4 6 2 ,5 2 4 1 7 ,7 7 0 l p 4 6 6 5 n i l 1 6 5 9 2 2 5 8 9 1 8 .8 8 1

埋火 葬 許 可 証 1 6 6 1 . 1 6 7 3 0 5 2 2 6 5 3 1 4 7 1 2 2 7 6 9 8

計 5 0 8 .3 3 5 1 .4 β4 3 5 2 3 J 7 8 1 0 1 ,7 3 8 3 J 2 7 1 0 4 β6 5 6 1 0 .0 7 3 1 7 ,9 7 0 6 2 8 ,0 4 3

4 5

戸 籍 関 係 1 2 1 ,5 6 4 8 .4 9 9 1 3 0 ,0 6 3 3 9 ,5 9 9 3β 1 6 4 2β 1 5 1 6 1 ,1 6 3 1 1β1 5 1 7 2β7 8

住 民 票 関 係 1 1 7 ,6 0 5 5 β9 1 1 2 2 ,6 9 6 2 7 ,6 6 8 1 3 8 6 2 9 ,0 5 4 1 4 5 2 7 3 6 ,4 7 7 1 5 1 ,7 5 0

印 鑑 証 明 2 4 0 ,7 6 4 1 ,0 0 0 2 4 1 ,7 6 4 6 2 ,7 7 7 8 8 1

1 8 1

6 3 ,6 5 8 3 0 3 5 4 1 1 8 8 1 3 0 5 ,4 2 2

年 転 出 証 明 書 2 2 ,9 3 3 6 0 2 2 ,9 9 3 3 13 6 9 3 ,6 6 9 2 6 ,6 0 2 6 0 2 6 ,6 6 2

皮
その他証明関係 1 4 ,9 4 4 3 ,1 9 8 1 8 .1 4 2 1 β9 0 2 ,0 7 1 1 6 ,8 3 1 3 ,3 7 9 2 0 2 4 3

理火 葬 許 可 証 1 5 5 1 5 5 2 5 2 1 5 4 4 0 6 4 0 7 1 5 4 5 6 1

計 5 1 7 ,9 6 5 1 7 ,8 4 8 5 3 5 ,8 1 3 1 3 5β 5 5 5 β1 8 1 4 1 ,7 7 3 6 5 3 β2 0 2 3 ,7 6 6 6 7 7 ,5 8 6

(荏) (1)-(3>の支所欄は6支所を合算したものである。

11　住民組織

(1)町内自治会の結成状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(各年4.1現在)

年 学 校 区
1
自 治 会 (A ) 組 織 世 帯 数由) 世 帯 数 平 均 S ) 結 成 率

4 5 1 5 4 3 5 9 ,5 7 1 1 1 8 .7 6 5 2 7 3 1 0 0 %

4 6 5 0 4 7 1 1 0 ,1 8 3 1 2 4 ,3 6 9 2 6 4 1 0 0 %

申　委託事務内容

広報紙(市政だより等)、回覧文乱-一般文書(印刷文書)の配布委託事務

餌　交付金

交付金は1号交付金と2号交付金の二種類に分けている。

1号交付金は.文書配布に対するもので、 1世帯当たり年7 0円

2号交付金は、町内自治の振興を図り、健全な自治活動に資するための助成金である。

2 号 交 付 金 支 給 基 準 金 額

1 0 0 世帯以下の町 内 年 1 5,0 0 0 円

1 0 1 世帯以上 4 0 0 世帯以下の町 内 1 7,5 0 0

4 0 1 世帯以上の町内 2 0,0 0 0

帥　交付時期

1号交付金は、 9月と3月の二期に分けて支給する。

2号交付金は、 9月に1年分を支給する。
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12　交通安全対策

(1)交通安全対策事業

昭和3 8年6月改正地方自治法で、 「交通安全の保持」が市町村固有の事務として明確化されてお、リ、そ

の後昭和4 5年6月には交通安全対策基本法が施行され、この中にはあらゆる分野にわたる責務が定めてあ

')、特に、地方公共団体は、地域の実状に応じた施策を策定し.これを実施する責務を有することになった。

本市では、昭和4 2年4月よ')市長公室秘事課に交通安全対策室を設置し.交通安全思想の普及徹臥適

格環境の整備促進及び被害者の救済活動につとめている。東に昭和4 6年1月には、交通安全対策基本法に

基づく交通安全対策会議条例が施行きれ、今後よt)一層党力な安全対策の推進が要求されている。

ア　交通安全教育の普及徹底

交通指導員制度

昭和4 4年1 0月1日より、民間の交通安全圃力者を人口2,0 0 0人に1人位の割合で2 3 0名委嘱し、

その後旧託麻村の合併にともない7名を追加委嘱したので、その合計237名が、 1日、 1 0日. 20日

の交通安全の日及び春秋の交通安全運動期間中,朝の通学通園時の保護を中心に街頭指導を行なっている・O

その他地域における中核的指導者として交通安全に関する諸活動の指導にあたり.交通安全対策室が

行なう活動にも全面的な協力を得ている。

委嘱の条件

o無報酬で年間2,0 0 0円程度の記念品を贈る。

o装備品の貸与　夏冬服上下・旗・苗・胸章・腕章・手袋_・市章ワッペ./.

o公務災害の補償を行なう。

0 20才-5 5才までの男子であること。

交通安全運動の推進

春秋、年末年始の全国交通安全運動にとどまらず.年間を通じて季節的事故防止運動の徹底的推進に

つとめる。

01日・ 1 0日・ 20日を交通安全の日と指鼠交通安全運動の普及,

o交通安全対策車による呼びかけ、市政だより、パ/フレット、ポスター等による広報活動。

o学校及び各種団体(町内自治会.婦人会.老人会.全紙組合)等に対して交通映写会、自転車の安

全な乗り方教室、歩行横断等の指導、講話会の開催。

母の会の結成

交通事故防止のため、各地域に母の会の結成をはかり.母親の自覚をうながし、一家の交通安全責任者

となってもらい、市民1人1人に安全意識の高揚をはかるもの0

主な活動

1・母親自身が交通ル-ルヤマナーを身につけ、実行し.家庭の安全を母の手で守る0

2.地域ぐるみの事故防止活動を行なう。

3.こどもたちの通学、通園時の安全を確保する。
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イ　道路環境の整備促進

主要道略の改善.安全施設整備改善.踏切改善、子供の遊び場確侃駐車場の設置改善などのためわ詞

査及び市民の要望に対して現地調査の上、関係倣矧二積極的に働きかけ.市民と関係機関のパイプ役を果

している。

り　救済事業の拡充琶化

交通事故相談　昭和4 2年7月開設、相談事項に応じた解決法を教示している。

x通事故相談件数詞

午 件 数

内 訳 利 用 者

被 害 老 .!m n =ァ 市 内 県 内 県 外

4 2 7 1 6 4 7 7 0 1 0

4 3 2 6 2 2 1 9 4 3 2 4 9 1 2 1

4 4 3 8 0 2 9 1 8 9 3 "J 6 4 9 5

4 5 2 8 ケ 2 2 3 6 4 2 4 9 3 1 7

寒 ‥
迄請 整 示 損賠 休由 腹話 m . 任 侠 事証 調裁 そ

計
費求 読 害償 業償 痩

金求
逮
症
意険 政明 定判

の
他

4 2 1 0 9 1 0 2 1 3 5 1 0 1 o 9 7 1

4 3 7 2 3 5 5 1 4 7 7 1 3 3 0 2 6 2 b 2 6 2

4 4 1 2 3 6 6 、 7 7 4 3 2 1 8 9 2 5 1 6 1 0 3 8 0

4 5 4 5 3 9 5 7 7 3 1 8 7 2 3 0 8 3 5 2 8 7

交通災害共済事業の普及発展一・・一男娼己

の　交通安全施設等設置状況

二一 ∴ 4 2 4 3 4 4
- 4 5

延長又は箇 所 事 業 費 準長又は箇 所 事 業 費 延長又は箇所 * * ft 延長又は箇J= & % tt

歩 道 6 ,2 9 2 m .
千円

3 0 ,8 0 2 8 ,1 9 9 m -
千円

2 9 ,2 0 9 9 ,2 0 1 m .

9 8 l m

4 ,8 1 0 '札

1 * )%

1 0

千円
5 3 ,3 4 8

3 ,1 4 6

1 ,0 8 0

7 5 2

8 3 0

5 ,8 8 8 m -
千円

4 9 ,2 9 0

横 断 歩道 橋 1カ所 6,9 9 6 2 カ所 1 0 ,6 7 0 1 カ所

4 6 2 m .

1 カ軍

5 0 0 " !-

1 2 6 本

5 ,3 6 9

1 ,4 3 7

6 7 9

1 4 畠

7 7 3

道 略 照 明 ] 9 & 2 ,1 3 5 .1 2 基 1 ,1 7 0

防 護 柵

中央 分 離 帯

交 差 点 改 良

区 画 線

ノミス停 車 帯

道 路 標 識

8 9 3 サi 1 ,6 8 5 5 3.0 m

1 5 2 サi

8 .8 8 4 m .

1 ,9 3 5

2 ,9 4 4

1,5 0 1

道 路 反 射鏡

歩 道 舗 真 .

3 3 カ月 9 4 5 . 4 8 カ所

2,3 0 0 m -

1 ,3 6 3

5 ,0 4 2

計 - 4 1 ,6 1 8 - 4 7 ,4 2 9 6 0 ,1 0 l - 6 4 ,0 9 8
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臼　交通災害共済事業

施行年月日　　昭和43年4月1日

方　　　式　　市　直　営

共済期間　加入日の・翌日から翌年3月31日まで(年度区分)

ア　会　費 (昭45.4.1改正)

会 員 と な っ た 日 中 学 生 以 下 般

4 月 1 1日～ 6 月 3 0 日 3 6 5 円 5 0 0 円

7 月 1 日～ 9 月 3 0 日 3 0 0 4 2 0

1 0 月 1 日 ～ 1 2 月 3 1 日 2 4 0 ? 4 0

1 月 1 日 ～ 3 月 3 1 日 1 8 0 2 6 0

(注)生活保護を受けている者の加入は会賢免除(共済見舞金は市負担)

イ　共済見舞金
(・昭4 5.4.1改正)

等 級 傷 害 の 程 度
共 済 見 舞 金 基 L準 額

入 院 通 院

1 死 亡 した 場 合 5 0 0 ,0 0 0 円以 内 5 0 0 ,0 0 0 円以 内

2 全 治 6 カ 月以 上の 傷 害 を ラーけた 場 合 1 0 0 ,0 0 0 円以 内 5 0 ,0 0 0 円以 内

3 全 治 5 カ月以 上の 傷 青 を うけた 場 合 8 0 ,0 0 0 円以 内 4 0 ,0 0 0 円以 内

4 全 治 4 カ 月以 上 の 傷 害 を うけ た 場 合 6 0 ,0 0 0 円以 内 3 0 ,0 0 0 円以 内

5 全 治 3 カ月以 上 の 傷 害 を うけち 場 合 4 0 ,0 0 0 円以 内 2 0 ,0 0 0 円以 内

6 全 治 2 カ月以 上 の 傷 害 を うけた 場 合 2 0 ,0 0 0 円以 内 1 0 ,0 0 0 円以 内

7 全 治 1 カ 月以 上 の傷 害 を うけ た 場 合 1 0 ,0 0 0 円以 内

5 ,0 0 0 円以 内

5 ,0 0 0 円以 内

3 ,0 0 0 円以 内

8 全 治 1 カ月 未 満 の 傷 害 を うけ た 場 合

( ただ し 、 1 週 間未 満 の 入院 の 場 合は 、 通 院

とみ な す 0 )

(症)会員以外の者(市内居住)が交通事故により死亡したときは、弔慰見舞金5,0 00円(市負

担)を支払う。

ウ　加入状況

区 分

<¥- .'.

加 入 者 会 費 収 入

4 3 1 0 1 ,7 8 6 3 7, 1 5 1 ,8 9 0 円

4 4 9 0 ,0 5 4 3 2 ,8 6 9 ,7 1 0

4 5 7 6 ,1 5 0 3 4 ,4 6 3 ,3 5 0

-79-



エ　給付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和4 5年度)

等 級

加 入 年 度 及 び

入 . 通 院 区 分
見 舞 金額 件 数 支 給 金 額

1 等 級 4 4 年 度 加 入者 5 0 万 3
1 ,5 0 0 千円

4 5 〝 5 0 万 1 6 8 ,0 0 0

2 〝 4 4 〝 1 0 万 7 3 7, 3 0 0

4 5 "
入 院 1 0 万 .9 9 0 0

過 . 醍 5 万 2 1 0 0

3 〝 4 4 年 度 加 入 者 5 71 8 8 4 ,4 0 0

-

4 5 つ

入 院 8 万 3 2 4 0

通 院 4 万 . 5 2 0 0

4 〝 4 4 年度 加入 者 2 万 1 4 1 2 ,8 2 0

4 5 〝
入 院 6 万 1 0 6 0 0

通 院 3万 9 2 7 0

5 〝 4 4 年 度 加 入者 5 千 7 6 3 8 0

4 5 〝

入 院 4 万 1 4 5 6 0

通 院 2 万 1 5 3 0 0

6 〝 4 4 年 度加 入者 2 千 1 0 2 0

4 5 〝
入 院 2 1万 3 8 7 6 0

通 院 1万 5 0 5 0 0

7 〝
4 5 〝

入 院 1万 9 3 9 3 0

通 院 5千 1 0 8 5 4 0

8 〝
4 5 〝

入 院 5千 1 0 9 5 4 5

通 院 3千 2 9 7 8 9 1

弔慰 見舞金 5千 0 0

小 計
4 4 年 度 加入 者 3 9 1 1 6 ,4 2 0

4 5 年度 加入 者 7 f 3 1 5 ,3 3 6

計 1,1 6 4 3 1 ,7 5 6

(注) 4 5年度から共済期間及び共済見舞金の区分が変ったため一部4 4年度加入者分が入って

いる。

拘　交通事故

ア　市内交通事故の推移

区 分

午

人 身 事 故 *E 負 傷 者

実 数 指 数 実 数 指 数 実 数 指 数

4 1 2 ,3 0 4 1 0 0 3 7 1 0 0 2 ,6 4 9 1 0 0

4 2 2 ,8 3 3 1 2 3 3 7 1 0 0 3 ,2 7 8 1 2 3

4 3 3 ,7 9 5 1 6 5 4 9 . 1 3 2 4 ,4 4 1 1 6 7

4 4 5 ,1 3 0 2 2 2 4 6 1 2 4 6 , 2 8 5 2 3 7

4 5 5 ,1 4 4 2 2 3 3 2 8 6 6 ,3 6 1 2 4 0

-80-
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借着年令別並びに男女別

年 令

0 ～ 9
1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

計
区 分 - 1 9 - 2 9 ~ 3 9 ~ 4 9 - 5 9 ～ 6 9 ⊥ 7 9 ~ 8 9 ~ 9 9

男 2 7 8 8 7 0 1 ,4 7 4 9 6 5 5 9 3 3 6 0 2 0 2 8 5 1 0 0 4 ,8 3 7

女 1 7 2 1 6 4 4 2 5 2 7 1 2 1 1 1 5 4 7 9 4 5 3 0 1 ,5 2 4

計 4 5 0 1 ,0 3 4 1 ,8 9 9 1 ,2 3 6 8 0 4 5 1 4 2 8 1 1 3 0 1 3 0 6 ,3 6 1

% 7 .1 1 6 .3 3 0 .0 1 9 .4 1 2 .6 8 .1 4 .4 2 .0 0 .2 - 1 0 0

発生地点別

件

件

こどもの交通事故(中学生以下)

学
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